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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,040人（11） 

　男　　24,359人（　6） 

　女　　27,681人（ 15） 

世帯数　22,536　（　1） 
7月1日現在 （　）は前月比 

大自然の中での米作り体験 
　一面に広がる棚田で、参加者全員泥だ

らけになりながら秋の豊作を願って１本ず

つ丁寧に苗を植えました。 
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近
隣
の
自
治
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と
連
携
し
な
が
ら
、さ
ら
な
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活
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を
図
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銀
天
通
自
治
会
（
伊
集
院
地
域
） 

▲一大イベント夏祭り ▲家村紀弘会長

▲銀天もちつき大会

▲雪の中でのグラウンドゴルフ大会

集
院
駅
の
南
側
に
位
置
す
る
銀

天
通
自
治
会
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
む
地
域
で
す
が
、
近
隣
自
治
会

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
親
ぼ
く
が
図
れ
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。 

年
、
七
月
の
最
終
土
曜
日
に
行

わ
れ
る
銀
天
街
夏
祭
り
は
、
地

域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
青
年
部

が
中
心
と
な
り
、
約
二
カ
月
前
か
ら

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

　
当
日
、
通
り
を
通
行
止
め
に
し
た

会
場
で
は
、
屋
台
が
並
び
ス
テ
ー
ジ

で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
打
ち

上
げ
花
火
が
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。 

月
に
、
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
の

三
大
行
事
の
一
つ
妙
円
寺
詣
り

で
は
、
日
置
市
内
外
か
ら
歩
い
て
来

る
参
拝
客
に
疲
れ
を
癒
し
て
も
ら
お

う
と
、
婦
人
部
で
接
待
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
は
、
各
家
庭
か
ら
持
ち

寄
っ
た
手
作
り
の
お
菓
子
や
漬
物
で

も
て
な
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

年
十
二
月
に
、
初
め
て
銀
天
も

ち
つ
き
大
会
を
開
催
、
約
六
十

㌔
㌘
の
も
ち
米
を
使
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
も
ち
つ
き
大
会
に
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
参
加
し
、
昔
な
が
ら
の
、
杵
（
き

ね
）
と
石
臼
（
い
し
う
す
）
を
使
っ

て
大
好
評
で
し
た
。
　 

　
ま
た
、
丸
め
た
も
ち
を
、
自
治
会

内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ

の
、
も
ち
つ
き
大
会
は
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

康
増
進
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
年
二
回
ほ
ど

開
催
し
ま
す
が
、
一
月
の
大
会
で
は

雪
の
中
で
の
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。 き

い
き
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
、
子
ど
も
育
成
会
は
、
中
央

通
自
治
会
と
駅
前
自
治
会
を
合
わ
せ

た
三
自
治
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
む
中
、
近
隣
自

治
会
と
も
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
全
員

が
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、笑
い
が
絶

え
な
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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銀天通自治会 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
百

㍍
に
位
置
し
、
伊
集
院
地
区
公

民
館
を
形
成
す
る
自
治
会
の
一

つ
銀
天
通
自
治
会
。
平
成
二
十

一
年
七
月
一
日
現
在
で
五
十
八

世
帯
、
百
二
十
五
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
商
業
や
飲
食
業
を
中
心
と
す

る
地
域
で
、
毎
年
七
月
の
最
終

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
銀
天
街

夏
祭
り
に
は
、
花
火
な
ど
の
見

物
に
地
域
内
外
か
ら
大
勢
の
人

が
訪
れ
ま
す
。 
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コールセンター（新型インフルエンザに関する相談） 
・県保健福祉部健康増進課　電　話：099－286－2724 
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：099－286－5556（8：30～19：00受付） 

発熱相談センター（発熱などの症状のある方の相談、新型インフルエンザに関する相談） 
・伊集院保健所　　　　　　電　話：099－273－2332

　市では新型インフルエンザの発生に的確に対応するため「日置市新型インフルエンザ
対策行動計画」を策定し、さまざまな準備をしています。 

１　海外・県外での発生時  
　（1）　市長を本部長とする新型インフルエンザ対策本部を設置し、関係者が適切に連携して迅速かつ的確に
　　 対応できる体制を整えます。  
　（2）　市民の皆さまへ海外・県外での発生状況などについて正確な情報をお知らせします。  
　（3）　市民の皆さまに新型インフルエンザを予防するための情報をお伝えします。  
２　県内での発生時  
　（1）　新型インフルエンザが発生した場合、早期に把握できるように体制を整えます。  
　（2）　市民の皆さまへ正確な情報をお伝えします。  
　（3）　相談窓口の体制を整えます。 

【お問合せ先】 

行動計画の主な内容 

・外出する時はマスクを着用し、帰宅後のうがい・手洗いの習慣を身につけましょう。 
・特に必要がない場合、不特定多数の人が集まる場所への外出を控えましょう。 
・水分を十分にとり、バランスのよい食事をとるようにしましょう。 

ま ず は 感 染 予 防  

　新型インフルエンザが発生した場合、従業員等に患者が発生し、多くの職場が影響を受けることが予想され
ています。 
　職場内での感染防止のため、また、職場の機能維持のために新型インフルエンザ対策を整備しておきましょう。 

　新型インフルエンザに関する正しい知識を的確に収集するとともに、得た知識を速やかに周知する体制を整
備しておきましょう。 
（情報発信先　例） 
・厚生労働省・国立感染症研究所感染症情報センター・外務省海外安全相談センター・世界保健機関（WHO） 
・鹿児島県 

正しい知識の習得 

　新型インフルエンザが発生すると、従業員本人が罹患したり、罹患した家族の看病などで、一時的に相当数
の従業員などが欠勤することが予想されます。（米国の職業安全管理局の説明では、新型インフルエンザ流行
のピーク時の欠勤率を40％と想定しています） 
　そのような場合に備えて、業務の運営体制について検討を行い必要な対策をとりましょう。 
　また、感染拡大防止のために、次のような業務形態の可能性も検討しておくことが必要です。 
　・在宅勤務で可能な業務の有無 
　・対面による会議を避け、電話会議やビデオ会議を利用する。 
　・ラッシュ時の通勤および公共交通機関の利用の回避 

業務運営体制の検討 

　新型インフルエンザ発生後はマスクなどの感染予防物品の需要が増えたり、患者の増加により流通が滞るな
どして、物品の不足が予想されます。各職場では、必要になる物品をあらかじめ備蓄しておきましょう。 
　（必要物品の例） 
・マスク（特に接客業等他者と近距離での接触が避けられない職場） 
・手袋（消毒作業や環境整備の際に必要となります） 
・せっけん、手指消毒用アルコール 

必 要 物 品 の 備 蓄  

　38℃以上の発熱および急性呼吸器症状があり、新型インフルエンザ患者と接触したり、新型インフルエンザ
が発生している地域に行った場合は、まず、保健所に電話をしましょう。 
　保健所で、受診する病院、受診方法等を教えてくれます。 
　病院を受診する際は、他の人に感染しないようにマスクを着用し、咳エチケットを心掛けましょう。 

新型インフルエンザかなと思ったら 

　新型インフルエンザが発生した場合、行政が行う対策だけで感染の広がりを防ぐことはできません。皆さん
一人ひとりの自覚や行動、備えがとても大事です。 

　新型インフルエンザの予防は、通常のインフルエンザ対策の延長上にあります。 
　日ごろから手洗い・うがいなどを行い、予防方法を身につけておきましょう。 
　　○手洗い、うがいの実施 
　　○適度な換気、適度な湿度の維持 
　　○栄養・休養を十分にとり、体力や抵抗力を高める。 
　　○予防接種の実施 

通常のインフルエンザの予防 

　新型インフルエンザに関する知識や個人ができる予防対策などについて、子どもを含め正しい知識を習得し
ておきましょう。 

情 報 の 収 集  

　家族が感染し一定期間自宅待機になった場合、学校が長期に休みになった場合、勤務状況の変更を余儀なく
された場合などについて、家庭内でどのように役割を分担し家庭を維持していくか、各家庭で計画を立ててお
きましょう。 
　また、学校や職場への連絡方法、保健所の連絡先などを家族全員で把握しておきましょう。（連絡先リスト
を作りましょう） 

家庭内での取り決め 

　新型インフルエンザが発生し、自分や家族を感染から守るためには、不要な外出を控えることが大切です。 
　最低２週間程度、家で過ごせるよう、食料や日用品を準備しておきましょう。 

生活必需品の準備 

本庁　健康保健課　保健予防係　電話099－273－2111（内線1132） 

コールセンター（新型インフルエンザに関する相談） 
・県保健福祉部健康増進課　電　話：099－286－2724 
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：099－286－5556（8：30～19：00受付） 

発熱相談センター（発熱などの症状のある方の相談、新型インフルエンザに関する相談） 
・伊集院保健所　　　　　　電　話：099－273－2332

※咳エチケットとは…… 
　・咳、くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さえ顔をそむける 
　・使用後のティッシュはすぐふた付きのゴミ箱にすてる 
　・症状のある人はマスクを正しく着用する 

個　人　の　対　策 職 場 で の 対 策 



『日置市地域包括支援センター』の役割 

　高齢の方々が住み慣れた地域で、その人らしい生活を送る
ために、高齢の皆さまの生活を支える総合機関です。 

■地域包括支援センターってどんなところ?

・困りごとの相談に応じ支援します。 

　（保健、医療、介護、福祉などの総合的な相談・支援窓口） 
・自立した生活ができるように支援します。 

　（本人ができることを生かした介護予防プランなどの作成） 
・高齢の方々の権利を守ります。 

　（権利擁護、虐待の早期発見・防止） 
・さまざまの方面から支えます。 

　（地域のさまざまな関係者や機関と連携し支援する） 
・介護する家族を支援します。 

　（認知症の方を介護する家族へのサポートなど） 

■どんな業務をしているの?

　保健や介護・福祉に関する専門職
が、チームとなって地域で暮らす高
齢の方々を支援します。 

■地域包括支援センターの職員体制 

　「老化は仕方のないことよ」と考えていませんか？高齢者が
心身の機能を退化させてしまう最大の原因は「もう年だから」
「おっくうだから」と身の回りのことや家事、外出などをしな
くなることが考えられます。 
　このような生活（生活不活発）は、筋力や意欲を低下させ
介護が必要な状況を招く原因になりかねません。 
　地域包括支援センターでは、介護予防教室や地域に出向い
ての講話等も開催していますので、お気軽にご相談ください。 

■介護予防・・・「元気で長生き」を目指して!

■地域包括支援センターはどこにあるの？ 

日置市地域包括支援センター 
〒899-2592　日置市伊集院町郡一丁目100番地 
TEL：099－273－2111　　FAX：099－273－0018

お気軽に 
　　ご相談下さい。 

介護のこと
で誰かに相
談したい 

どんな介護サー
ビスがあるのか
知りたい !

近所のおば
あちゃんが
心配だなあ 

最近つまずき
やすくなって
困ったな・・・ 

退院後の生
活に不安が
ある 

高齢の両親
のことが心
配 

手すりが欲
しいのだけ
ど・・・ 

●老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が 
　住民税非課税の場合 
●生活保護の受給者 

本人および世帯全員が住民税非課税で、前年の 
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方 

本人および世帯全員が住民税非課税で、 
第２段階以外の方 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の方 

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上の方 

 
第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

 
基準額×0.5 

基準額×0.5 

基準額×0.75 

基準額 

基準額×1.25 

基準額×1.5

 
月額1,990円 

月額1,990円 

月額2,985円 

月額3,980円 

月額4,975円 

月額5,970円 

 
23,880円 

23,880円 

35,820円 

47,760円 

59,700円 

71,640円 

対　　象　　者 段　階 保険料の調整率 保険料年額 保険料月額 

納　め　方 

　保険料は、国民健康保険や健康保険など、その加入している医療保険の保険料算定方式に基づいて決め
られ、医療保険と合わせて納めます。保険者が徴収した保険料は、社会保険診療報酬支払基金に全国分が
一括して集められ、そこから日置市へサービスに見合う額が交付されます。 

　平成21年４月に介護報酬が改定されました。この改定によって介護保険料が急激に上昇しないように国
の特別対策による軽減措置が行われ、介護保険料は、昨年度までと同じ金額（基準額3,980円）で３年間
据え置くことになりました。 

40歳から64歳までの人（第２号被保険者）の保険料 

　保険料は、次の算定方式による基準額をもとに決められます。 

65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料 

平成21年度から平成23年度まで 

基準額 
（月額） 

日置市で介護保険給付にかかる費用 

※お問い合わせ先　日置市介護保険課（099－272－0505） 

日置市の65歳以上の人数 
12カ月 

65歳以上の人の 負担分（20％） 
＝ ÷ 

× 

年金が年額18万円 
以上の方 

特別徴収 年金が年額18万円 
未満の方 

普通徴収 ■老齢基礎年金・厚生年金
などの老齢（退職）年金の
ほか、遺族年金、障害年金
も特別徴収の対象となりま
す。 

　年金の定期支払い（年６回）
の際に、介護保険料があらかじ
め差し引かれます。 

　送付される納付書に基づ
き、介護保険料を市に個別
に納めます。 

　第１号、第２号被保険者ともに、保険料を納めないでいると、滞納期間に応じての次のような措置が取ら
れます。 
●１年以上……費用の全額をいったん利用者が負担し、申請
によりあとで保険給付分（９割）が支払われます。 

●１年６か月以上……保険給付分の一部または全部が一時的
に差し止めとなります。 

●２年以上……利用者負担が１割から３割に引き上げられたり、
高額介護サービス費が受けられなくなります。 

■年度途中で65歳になった方や、
年度途中で他の市町村から転入し
てきた方などについても、年度途
中から速やかに特別徴収へ切り替
えらえれることになります。 

平成21年度～23年度の介護保険料が決まりました 

介 護 保 険 の お 知 ら せ  

＊保健師 

＊社会福祉士 

＊主任介護支援専門員 



日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

　
国
保
）
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
国
保
の
内
容
を
中
心
に
６

回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
２
回
目
で
国
民
健
康
保

険
の
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
の
異
動
手
続
き
に
つ

い
て 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

や
脱
退
す
る
場
合
、
ま
た
、
転
居
を

し
た
と
き
な
ど
は
、
異
動
が
発
生
し

た
日
か
ら
１４
日
以
内
に
届
け
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
会
社
で
社
会
保
険
が
出
来
た
と
き

な
ど
も
、
会
社
は
手
続
き
を
し
ま
せ

ん
の
で
脱
退
の
届
け
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
各
種
手
続
き
が
必
要

な
場
合
を
左
の
表
に
ま
と
め
て
み
ま

し
た
の
で
、
該
当
す
る
場
合
に
は
必

ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。 

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
つ

い
て 

　
同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
医
療

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
自
己
負
担
限
度
額
は
７０
歳
未
満
の

人
と
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
人
で
は

異
な
り
ま
す
。 

　
対
象
者
に
は
、
二
カ
月
遅
れ
で
通

知
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
領
収
書
と

印
か
ん
を
持
参
し
て
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。 

  

　７０
歳
未
満
の
人 

　
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
負
担
額
（
歯
科
・

外
来
・
入
院
は
別
計
算
）
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
表
１

参
照
） 

 

入
院
し
た
場
合 

　
ま
ず
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）

の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示

す
る
と
窓
口
で
の
医
療
費
の
支
払
い

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

 

同
じ
世
帯
で
超
え
た
場
合 

　
同
じ
世
帯
内
で
同
じ
月
内
に
２
万

１
千
円
以
上
の
自
己
負
担
額
を
２
回

以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
を

合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

 

　７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
人 

　
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
人
は
、
外

来
（
個
人
単
位
）
の
限
度
額
Ａ
を
適

用
後
、
入
院
と
外
来
を
合
算
（
世
帯

単
位
）
し
て
Ｂ
の
限
度
額
を
適
用
し
、

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
表

２
参
照
） 

そ
の
ほ
か
の
制
度
に
つ
い
て 

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

も
国
保
の
窓
口
に
申
請
す
れ
ば
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

梅太郎 

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し

参
加
し
て 

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し

参
加
し
て 

青
年
海
外
協
力
隊

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し

参
加
し
て 

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て 

　
日
本
か
ら
六
千
五
百
㌔
「
イ
ン
ド

の
涙
」
と
称
さ
れ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、

現
地
語
で
「
光
輝
く
島
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
、
北
海
道
の
〇
・
八
倍
程

の
大
き
さ
に
二
千
万
人
が
暮
ら
す
南

の
島
で
、
風
向
明
媚
な
一
面
も
あ
る

反
面
、
一
九
八
三
年
か
ら
ス
リ
ラ
ン

カ
政
府
軍
と
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解

放
の
虎
（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
） 

に
よ
る
内
戦

が
続
い
て
い
る
国
で
あ
る
。 

　
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
飛
び
立
つ
前
日
、

国
際
空
港
に
隣
接
し
て
あ
る
軍
事
空

港
が
爆
破
さ
れ
た
と
聞
き
、
未
だ
見

ぬ
外
国
へ
の
期
待
と
、
生
き
て
帰
っ

て
来
ら
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ

っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
（
職

業
訓
練
学
校
）
で
、
講
義
な
ら
び
に

実
技
を
担
当
し
て
い
た
自
動
車
整
備

科
は
、
初
授
業
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

授
業
環
境
も
全
く
整
っ
て
い
な
か
っ

た
。 

　
英
語
が
全
く
理
解
で
き
な
い
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
、
小
学
生
並
み
に
し

か
現
地
語
を
話
す
事
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
授
業
を
行
っ
て
も
生
徒
た

ち
の
理
解
度
は
低
く
、
生
徒
た
ち
の

話
す
内
容
も
理
解
で
き
な
い
。
お
互

い
意
思
疎
通
で
す
ら
計
る
事
も
で
き

な
い
ま
ま
の
始
ま
り
で
は
あ
っ
た
が
、

「
俺
た
ち
が
自
動
車
整
備
を
勉
強
で

き
て
い
る
の
は
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
が

い
る
か
ら
」
そ
ん
な
生
徒
た
ち
に
支

え
ら
れ
、
二
年
間
を
終
え
る
事
が
で

き
た
。 

　
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
、
ア
ー
ユ
ー
ボ

ワ
ン
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
挨
拶
、

授
業
の
始
ま
り
な
ど
に
使
わ
れ
る
言

葉
で
、
胸
の
前
に
手
を
合
わ
せ
、「
あ

な
た
が
長
生
き
し
ま
す
よ
う
に
」
と

言
え
る
ス
リ
ラ
ン
カ
人
を
う
ら
や
ま

し
く
も
思
っ
た
。 

　
文
化
も
言
語
も
す
べ
て
が
違
う
環

境
で
、
日
本
の
当
た
り
前
が
幸
せ
と

思
え
る
。
そ
ん
な
今
で
は
薄
れ
て
い

く
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
思
い
出
も
、
こ

れ
か
ら
自
分
自
身
を
形
成
し
て
い
く

大
切
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
く
と

思
う
。 

　
青
年
海
外
協
力
隊
と
は
、
と
思
う

方
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

http://w
w
w
.jica.go.jp/ 

新
し
い
世
界
が
広
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

　
み
な
さ
ん
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
い
う

国
が
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

と
い
う
私
は
派
遣
さ
れ
る
ま
で
ど
こ

に
あ
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

名
前
の
響
き
か
ら
し
て
ア
フ
リ
カ
か

な
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
北
は
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
、
南
は
コ
ス
タ
リ
カ
と
接
し
、

手
付
か
ず
の
自
然
が
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
る
国
で
中
米
に
位
置
し
、
言

葉
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
ま
す
。 

　
私
は
こ
の
国
で
二
年
間
家
庭
に
問

題
が
あ
る
少
女
を
対
象
に
し
た
施
設

で
家
庭
科
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
少

女
た
ち
は
、
こ
の
施
設
で
寝
泊
り
を

し
、
洋
裁
や
パ
ン
作
り
、
学
校
に
通

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
は
編
み
物
、

手
芸
、
パ
ン
作
り
、
お
菓
子
作
り
の

ほ
か
に
図
工
、
算
数
、
体
育
、
ス
ペ

イ
ン
語
も
教
え
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ

日
本
人
の
私
が
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

人
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え
て
い
た
か

と
い
う
と
、
学
校
に
行
け
ず
読
み
書

き
が
で
き
な
い
人
が
い
た
か
ら
で
す
。

生
徒
の
一
人
が
教
え
て
く
れ
た
ち
ょ

っ
と
悲
し
い
小
話
が
あ
り
ま
す
。「
あ

る
男
が
新
聞
を
読
も
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
な
ぜ
か
読
め
ま
せ
ん
。

彼
は
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
新
聞
を
読
ん

で
い
る
人
を
見
て
、
自
分
も
メ
ガ
ネ

を
か
け
れ
ば
読
め
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
読
ん
で
み

ま
し
た
。
で
も
読
め
ま
せ
ん
。
何
故

な
ら
彼
は
字
が
読
め
な
か
っ
た
か
ら

で
す
」
聞
か
さ
れ
た
と
き
な
ん
と
も

言
え
な
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
主
食
は
日
本
と
同

じ
よ
う
に
米
、
フ
リ
ホ
ー
レ
ス
（
金

時
豆
と
小
豆
の
中
間
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
の
豆
）、
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
（
と
う

も
ろ
こ
し
の
粉
で
作
っ
た
ク
レ
ー
プ

の
よ
う
な
も
の
）
で
す
。
私
は
十
二

人
家
族
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
い
ま
し
た
。
人
数
が
多
い
た
め
時

に
は
ご
飯
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
お
風
呂
は
水
が
水
道

か
ら
出
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

桶
一
杯
の
水
で
頭
か
ら
体
ま
で
洗
っ

て
い
ま
し
た
。
洗
濯
は
手
洗
い
で
す
。

こ
う
書
く
と
な
ん
て
貧
し
い
国
な
ん

だ
と
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
貧
し
い
で
す
。
し
か
し
人
々
は

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
温
か
い
人
ば
か

り
で
す
。 

　
私
は
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ニ
カ
ラ
グ

ア
の
人
た
ち
、
現
地
に
い
る
日
本
人

の
方
々
、
日
本
で
待
っ
て
い
て
く
れ

る
家
族
や
友
人
。
や
は
り
一
番
支
え

ら
れ
た
の
は
一
番
身
近
に
い
た
ス
テ

イ
先
の
家
族
で
し
た
。
私
を
実
の
娘

の
よ
う
に
思
っ
て
い
て
く
れ
た
ニ
カ

ラ
グ
ア
の
お
母
さ
ん
。
そ
の
お
母
さ

ん
が
ガ
ン
で
五
月
三
日
亡
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

14日以内に届け出を 

加
入
す
る
時 

脱
退
す
る
時 

そ
の
他
の
手
続
き 

こんなときは 届け出に必要なもの 

前住所地の市町村が発行する転出証
明書、印かん 

・転入してきたとき 

資格喪失証明書、印かん、 
年金証書（年金を受給している場合） 

・会社を辞めたとき 
・扶養から外れたとき 

任意継続保険資格喪失証明書、印かん 
年金証書（年金を受給している場合） 

・任意継続が切れたとき 

親の保険証、母子健康手帳、印かん ・子供が生れたとき 

保険証、印かん ・転出するとき 

国保と職場の健康保険の両方の保険
証、印かん 

・職場の健康保険に加入したとき
　または被扶養者になったとき 

保険証、死亡を証明するもの、印かん ・死亡したとき 

保険証、印かん ・住所が変わったとき 

保険証、印かん ・世帯主や氏名が変わったとき 

保険証、在学証明書または学生証の
写し、印かん 

・修学のため、別に住所を定め
　るとき 

身分を証明するもの、印かん ・保険証を失くしたとき 

表１ 

表2

区　分 

区　分 外来（A） 外来＋入院（B） 

自己負担限度額 

一般世帯 

上位所得 
者 世 帯 

住民税非 
課税世帯 

80,100円（医療費が267,000円を超えた 
場合は、超えた分の１％加算） 

150,000円（医療費が500,000円を超え 
た場合は、超えた分の１％加算） 

35,400円 

一　　　般 12,000円 

44,400円 

8,000円 

8,000円 

44,400円 

80,100円（医療費が 
267,000円を超えた 
場合は、１％加算） 

母子健康手帳、保険証、印かん、 
世帯主の預金通帳 

保険証、印かん、葬儀執行者の 
預金通帳 

領収書、医証、印かん、世帯主 
の預金通帳 

24,600円 

15,000円 

現役 並 み 
所　得　者 

低所得者Ⅰ 

低所得者Ⅱ 

給付の種類 

出産一時金 

葬　祭　費 

療　養　費 
（補装具等） 

必要なもの 

坂
元
英
樹
さ
ん
（
東
市
来
） 

田
淵
久
美
子
さ
ん
（
東
市
来
） 

▲授業風景 

▲生徒全員と撮影（田淵さん 後列左から１人目） 



　
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
、

市
や
県
な
ど
行
政
が
中
心
と

な
っ
て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
生
活
様
式
や
価

値
観
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、

行
政
へ
の
要
求
は
複
雑
、
多

岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、

全
て
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

税
収
減
な
ど
の
財
源
不
足
も

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
地
域
で
解
決
で
き

る
課
題
ま
で
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
て
い
た
側

面
も
否
め
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
社
会
変
化
や
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、
役

員
不
足
や
加
入
率
低
下
な
ど
、

自
治
会
や
地
区
公
民
館
な
ど

地
域
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
状
で
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

新
し
い
考
え
方
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。 

　
そ
の
ひ
と
つ
が
「
共
生
・

協
働
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

  

　「
共
生
・
協
働
」
と
は
、
自

治
会
や
地
区
公
民
館
、
地
域

づ
く
り
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企

業
な
ど
多
様
な
主
体
（
＝
パ

ー
ト
ナ
ー
）
が
地
域
の
担
い

手
と
な
っ
て
、
市
と
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
で
す
。 

　
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く

り
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
市

が
対
等
な
立
場
で
お
互
い
に

理
解
し
信
頼
し
あ
い
（
＝
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
同
じ
目

的
に
向
か
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
が
共
生
・
協
働
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
自
治
会
や

地
区
公
民
館
の
あ
り
方
を
考

え
る
契
機
と
な
り
、
足
元
を

再
認
識
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域

に
と
っ
て
は
現
代
的
な
「
結
い
」

を
見
つ
め
直
す
機
会
と
も
な

り
ま
す
。 

　
共
生
・
協
働
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
と
市
は
こ
れ
ま

で
の
垣
根
を
越
え
た
新
た
な

役
割
分
担
で
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
左
図
） 

　
各
地
区
公
民
館
で
は
現
在
、

そ
の
実
践
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

地
区
振
興
計
画
に
基
づ
く
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
地
縁
型
組
織
と

い
わ
れ
る
自
治
会
や
地
区
公

民
館
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
各

種
団
体
な
ど
の
テ
ー
マ
型
組

織
の
連
携
も
、
地
域
づ
く
り

の
形
と
し
て
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

　
継
続
性
の
あ
る
地
域
づ
く

り
は
身
近
な
課
題
解
決
か
ら
。

ゴ
ミ
分
別
や
自
治
会
活
動
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。 

県
美
展
大
賞
を
獲
得 

窪
信
一
朗
さ
ん（
伊
集
院
） 

　
鹿
児
島
県
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ゼ

ロ
地
域
解
消
促
進
事
業
を
活
用
し
、
県
・

市
の
補
助
金
を
受
け
、
関
西
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
㈱
が
永
吉
お
よ
び
中
川
交

換
局
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
平
成
十
八
年
度
に
市
が
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

事
業
で
整
備
し
た
、
市
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
両
地
域
で
は

最
大
速
度
で
１２
Ｍ
bps
（
下
り
）
の
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

【
お
問
い
合
せ
先
】 

　
本
庁
企
画
課
情
報
管
理
係 
 

（
内
線
１
３
２
０
〜
１
３
２
３
） 

６
月
２５
日
待
望
の
開
通
！ 

永
吉
お
よ
び
中
川
交
換
局
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化 

　
関
西
鹿
児
島
吹
上
会
が
六
月
十
四

日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
は
平
成
九
年
に
設
立
、
二
年

お
き
開
催
さ
れ
今
年
で
七
回
目
と
な

り
ま
す
。 

　
出
席
者
は
、
関
西
近
辺
在
住
の
吹

上
町
出
身
者
総
勢
百
五
人
、
二
年
ぶ

り
の
再
会
と
あ
っ
て
故
郷
へ
の
思
い

な
ど
に
浸
り
な
が
ら
旧
交
を
温
め
て

い
ま
し
た
。 

　
会
で
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

鹿
児
島
県
大
阪
事
務
所
の
ふ
る
さ
と

納
税
課
長
か
ら
日
置
市
へ
の
納
税
協

力
の
お
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
総
会
終
了
後
は
、
郷
土
の
特
産
品

販
売
や
、
吹
上
町
出
身
の
歌
手
福
元

慎
一
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
抽

選
会
も
行
わ
れ
、
多
彩
な
内
容
で
終

始
会
場
内
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
に
は
、
史
跡
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
さ

れ
、
参
加
者
は
懐
か
し
そ
う
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

久
々
の
再
開
で
旧
交
を
温
め
る 関

西
鹿
児
島
吹
上
会 

　
自
転
車
防
犯
ロ
ッ
ク
錠
の
交
付
式

が
六
月
二
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
多
発
す
る
自
転
車
盗
難

被
害
を
減
ら
し
、
学
校
や
家
庭
で
安

全
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
置
地
区
防
犯
協
会
が
管
内
の
中
学

校
と
高
校
の
新
入
学
自
転
車
通
学
生

に
二
重
ロ
ッ
ク
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ

ク
錠
を
配
布
す
る
も
の
で
す
。 

　
防
犯
協
会
か
ら
の
配
布
に
対
し
、

伊
集
院
中
学
校
の
中
脇
昭
伸
校
長
が

「
自
転
車
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

や
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
の
自
転
車
は
自
分
で
守
る

と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
ま
し
た
。 

　
自
転
車
を
駐
輪
す
る
と
き
に
は
、

少
し
の
間
で
も
油
断
せ
ず
、
前
後
の

タ
イ
ヤ
に
鍵
を
掛
け
る
二
重
ロ
ッ
ク

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

新
入
学
自
転
車
通
学
生
へ
防
犯
ロ
ッ
ク
錠
の
配
布 

日
置
地
区
防
犯
協
会 

　
足
元
に
あ
る
資
源
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
知
恵
が
地
域
を
元

気
に
す
る
と
い
わ
れ
、
最
近
、
地
域
の
維
持
・
発
展
や
再
興
の

た
め
に
、
そ
の
特
色
を
活
か
し
た
多
彩
な
地
域
づ
く
り
が
、
各

地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　「
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
」
は
、
地
域
と
市
が
連
携
し
て

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
。 

　
今
月
は
、
そ
の
背
景
な
ど
を
考
え
て
み
ま
し
た
。 

＊ 

「
共
生
・
協
働
」
と
「
結
い
」 

 

多
様
化
し
た
生
活
や
価
値
観 

《用語の解説》 
＊NPO法人（エヌピーオーほうじん） 
　特定非営利活動促進法により法人格を認証さ
れた非営利団体で、法律上は「特定非営利活動
法人」という。Non Profit（非営利）Organization（
団体）の頭文字をとったもの。 
　日置市では14の認証法人が活動中。 
　公益に資するサービスを提供し、営利を目的とし
ない団体を総称してNPO団体ともいう。 

「地域に必要なサービスを提供する新しい仕組み」のイメージ 

「公」の領域 「私」の領域 

「公」の 
領域 

「新しい仕組み」 
の領域 「私」の領域 

行　政 

行　政 市　民 

市　民 

鹿児島県パンフレットを引用 

行政が担う「公」を見直す 市民の自発的活動を「新しい仕組み」 
を担う活動として位置付ける 

【
こ
れ
ま
で
】 

【
こ
れ
か
ら
】 

　
第
五
十
六
回
県
美
展
で
公
募
の
部

最
高
賞
の
県
美
展
大
賞
を
獲
得
し
た

窪
信
一
朗
さ
ん
が
六
月
五
日
、
宮
路

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
窪
さ
ん
は
、
彫
刻
「
青
・
デ
ニ
ム
」

を
制
作
、
出
品
五
回
目
で
の
栄
冠
と

な
り
ま
し
た
。 

　
市
長
の
激
励
に
対
し
「
一

年
間
に
三
体
ほ
ど
制
作
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
な
り
の
作
品
を
作

り
続
け
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。 

▲彫刻「青・デニム」 

▲永吉地域説明会 

「公」は専ら行政が担うとの
考えのもと行政サービスは
拡大してきた 

行政でな
ければでき
ない分野 

住民が担う
もの、私的
活動など 

地域の多様な主体
が連携・協力し、地
域に必要なサービ
スを提供 



全
校
生
徒
で
交
通
安
全
パ
ネ
ル
を
作
成 

　
土
橋
小
学
校
（
伊
集
院
）
で
六
月

七
日
、
日
曜
参
観
に
合
わ
せ
親
子
ふ

れ
あ
い
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
親
子
で
一
緒
に
登
校

し
、
通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
後
、

交
通
安
全
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
授
業
参
観
後
、
体
育
館
に
集
合
し
、

「
こ
こ
は
４０
ｋ
ｍ
速
度
制
限
区
間
で
す
。

お
と
せ
ス
ピ
ー
ド
！
守
れ
４０
ｋ
ｍ
！

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
土
橋
を
」
の
交
通

標
語
を
約
五
十
㌢
四
方
の
パ
ネ
ル
に

一
文
字
一
枚
ず
つ
、
家
族
で
力
を
合

わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。 

　
文
字
を
写
し
取
り
色
塗
り
し
た
後
、

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

に
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
込
み
完
成
。 

　
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
を
体
育
館
脇
に

あ
る
フ
ェ
ン
ス
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を
見
て
「
完

成
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

か
想
像
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
思
っ

た
以
上
に
素
晴
ら
し
い
」
と
子
ど
も

た
ち
や
参
加
し
た
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
も
満
足
そ
う
で
し
た
。 

　
最
後
に
記
念
撮
影
し
、
事
故
の
な

い
安
全
な
土
橋
に
な
る
よ
う
全
員
で

願
い
ま
し
た
。 

　
例
年
、
市
内
の
各
中
学
校
で
は
、

望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労
観
を
育
成

す
る
た
め
に
、
市
内
の
事
業
所
で
の

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
も
、
五
月
十
八
日
の
吹
上

中
学
校
を
皮
切
り
に
、
職
場
体
験
学

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
後
、
中
学
校
ご
と
に
職
場
体
験

学
習
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
期
間
中
、

各
職
場
に
は
「
の
ぼ
り
」
が
掲
げ
ら

れ
、
生
徒
も
「
腕
章
」
を
つ
け
て
活

動
し
ま
す
。 

　
活
動
中
の
生
徒
を
見
か
け
ま
し
た

ら
、
温
か
い
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。
生
徒
た
ち
も
、
ま
す
ま
す
や
る

気
が
出
て
く
る
よ
う
で
す
。 

　
現
在
、
約
二
百
の
事
業
所
に
職

場
体
験
学
習
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
生
徒
が
希
望
す
る

職
種
が
無
い
場
合
も
多
く
、
各
学

校
と
も
体
験
場
所
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。 

　
事
業
所
に
も
左
記
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

職
場
体
験
学
習
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
職
場
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

　受
入
事
業
所
の
メ
リ
ッ
ト 

○
教
育
へ
の
参
画
を
通
し
て
の
社
会

貢
献 

○
将
来
に
向
け
た
産
業
界
を
担
う
人

材
育
成 

○
職
場
の
活
性
化 

○
中
学
生
や
学
校
教
育
へ
の
理
解 

○
地
域
、
学
校
と
の
交
流
の
深
化 

○
指
導
に
当
た
る
社
員
の
意
識
の
向

上 

○
地
域
に
お
け
る
貴
事
業
所
の
認
知

度
の
向
上 

  

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
置
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
０
９
９
‐
２
７
３
‐
２
１
１
１ 

（
内
線
１
４
２
４
） 

働
く
こ
と
の
尊
さ
を
学
ぶ 各

中
学
校
で
職
場
体
験
学
習 

　
伊
集
院
、
東
市
来
、
吹
上
の
三
地

域
で
、
五
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
に

か
け
て
、
通
学
合
宿
学
寮
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
異
年
齢
集
団
に
よ

る
宿
泊
生
活
を
し
な
が
ら
通
学
す
る

体
験
を
通
し
て
、
自
主
性
・
協
調
性

な
ど
を
培
う
と
と
も
に
、
家
族
の
大

切
さ
を
見
直
し
、
人
間
性
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

日
置
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
い

る
も
の
。 

　
伊
集
院
地
域
の
「
ゆ
す
い
ん
学
寮
」

は
、
五
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
の
日
程
で
、
小
学
五
年
生
か
ら
中

学
二
年
生
ま
で
の
三
十
二
人
が
参
加
、

伊
集
院
健
康
づ
く
り
複
合
施
設
「
ゆ

す
い
ん
」
を
拠
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
学
寮
生
は
、
婦
人
会
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
の
交
流
や
「
日
置
と
島

津
義
弘
公
」
の
講
話
、
四
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。 

　
東
市
来
地
域
の
「
こ
け
け
ふ
る
さ

と
学
寮
」
は
、
六
月
三
日
か
ら
六
日

ま
で
の
日
程
で
、
小
学
生
十
九
人
が

参
加
、
東
市
来
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
押
し
花
講
座
や
国
際
交
流
員
の
李

　
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ

ん
と
交
流
、
家
族
へ
の
手
紙
、
ソ
バ

打
ち
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
三
日
目
に
書
い
た
家
族
へ
の
手
紙

は
、
学
寮
生
が
自
分
で
作
っ
た
押
し

花
カ
ー
ド
を
添
え
て
、
退
寮
式
で
保

護
者
へ
手
渡
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
の
「
吹
上
ふ
る
さ
と
学

寮
」
は
、
六
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
日
程
で
、
小
学
生
生
十
五
人
が

参
加
、
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家
を

拠
点
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
、

天
体
観
察
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。 

　
最
終
日
は
、
吹
上
中
央
公
民
館
で

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
昼
食
を
作
り
ま

し
た
。 

　
三
地
域
と
も
学
寮
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
「
ほ
か
の
学
校
の
友
だ

ち
が
で
き
た
」、「
自
分
で
食
事
を
作

っ
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
し
て
、
お

母
さ
ん
の
苦
労
が
少
し
は
分
か
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
手
伝

い
を
し
た
い
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
意
欲
的
な
意
見
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

　
な
お
、
日
吉
地
域
の
学
寮
は
、
十

月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

家
族
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
再
確
認 ３

地
域（
伊
集
院
・
東
市
来
・
吹
上
）で
学
寮
実
施 

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会
が
五
月
三
十

日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
小
学
五
年

生
以
上
の
三
十
九
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
講
師
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
中
村
朋
美
さ
ん
。
参
加
者
は
、
自

己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
基
礎
的
な

発
声
練
習
や
標
準
語
と
鹿
児
島
弁
の

発
音
の
違
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
話
す
」
こ
と
に
対
す
る

心
掛
け
な
ど
、
中
村
さ
ん
の
経
験
に

基
づ
く
具
体
的
で
実
践
的
な
講
義
や

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
声
に
は
表
情
が
あ
り
、

そ
の
一
言
で
印
象
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
や
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
」
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
理
解
を
深
め
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

言
葉
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識 

　
青
少
年
に
対
し
、
優
れ
た
舞
台
芸

術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、
芸

術
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
し

よ
う
と
、
鹿
児
島
県
バ
レ
エ
協
会
に

よ
る
バ
レ
エ
公
演
が
六
月
五
日
、
日

吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
日
吉
地
域
内
の
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
四
百
二
十
三
人
が

鑑
賞
、
本
物
の
バ
レ
エ
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動
し
、
ど
っ
ぷ
り
と
バ
レ
エ

の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。 

バ
レ
エ
へ
の
招
待 

青
少
年
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
事
業 

アナウンス 
講習会 

土橋小親子 
ふれあい活動 

▲読み聞かせ（東市来地域） 

▲婦人会との交流（伊集院地域） 

▲昼食作り（吹上地域） 

▲「腕章」をつけて働く生徒 

事
業
所
募
集 

東 市 来 中 学 校  

上 市 来 中 学 校  

伊 集 院 中 学 校  

伊集院北中学校 

土 橋 中 学 校  

日 吉 中 学 校  

吹 上 中 学 校  

学　校　名 学年 

３ 

２ 

２ 

３ 

３ 

２ 

３ 

期　　間 

９月２９日～１０月１日 

６月１日～６月４日 

１月１８日～１月２２日 

７月８日～７月１０日 

５月２５日～５月２９日 

９月２８日～１０月２日 

５月１８日～５月２２日 

■各学校の職場体験学習の実施予定 



　「
お
う
っ
、
ひ
だ
っ
」
と
愛
牛
の

ま
さ
こ
号
に
声
を
掛
け
な
が
ら
田
を

耕
し
て
い
る
の
は
中
伊
作
田
（
東
市

来
）
に
住
ん
で
い
る
平
田
三
郎
さ
ん
。 

　
若
い
牛
に
、
け
ん
引
鞍
（
く
ら
）

と
犂
（
す
き
）
と
い
う
農
具
を
つ
け

て
田
ん
ぼ
や
畑
を
耕
す
牛
耕
を
今
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

　「
昔
、
牛
や
馬
を
一
家
に
一
頭
は

必
ず
飼
育
し
て
い
て
荷
物
を
運
ば
せ

た
り
、
犂
（
す
き
）
を
引
か
せ
て
田

ん
ぼ
や
畑
を
耕
し
た
り
す
る
の
が
一

般
的
で
し
た
。
わ
た
し
も
小
学
校
五

年
生
ぐ
ら
い
か
ら
両
親
を
手
伝
い
、

自
然
と
牛
耕
を
覚
え
ま
し
た
」
と
懐

か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。 

　「
牛
耕
に
は
体
力
が
必
要
。
元
気

な
う
ち
は
頑
張
り
た
い
が
、
夫
婦
が

共
に
元
気
で
な
け
れ
ば
続
け
て
い
け

な
い
」
と
自
分
の
体
だ
け
で
な
く
、

奥
さ
ん
の
政
子
さ
ん
の
こ
と
も
気
遣

い
な
が
ら
、
今
後
の
意
気
込
み
を
語

る
平
田
さ
ん
で
し
た
。 

懐
か
し
い
風
景 

　
和
田
小
学
校
（
吹
上
）
で
は
六
月

四
日
、
全
校
児
童
二
十
二
人
で
約
一

㌃
の
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
植
え

付
け
を
行
い
ま
し
た
。 

　
二
日
前
に
児
童
と
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
畑
の
畝
を
作
り
、
マ
ル
チ
を

張
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
先
生
か
ら
植
え
方
を
教

わ
っ
た
後
、
各
班
に
分
か
れ
て
植
付

け
を
行
い
ま
し
た
。 

　
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
十

一
月
に
行
わ
れ
る
収
穫
祭
で
、
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
と
一
緒
に
カ
ラ
イ

モ
も
ち
を
作
る
予
定
で
す
。 

芋
植
え
に
挑
戦 

和
田
小
学
校 

　
市
春
季
畜
産
共
進
会
が
五
月
二
十

日
、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場
で
行
わ

れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し
た

優
秀
な
和
牛
五
十
六
頭
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。 

　
春
は
、
秋
の
共
進
会
に
向
け
て
の

前
哨
戦
で
あ
り
、
今
後
の
飼
育
管
理

に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

第
１
部
　
若
雌
（
１３
カ
月
令
未
満
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

【
１
席
】
し
ょ
う
こ
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

【
２
席
】
も
も
号
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

【
３
席
】
な
か
え
６
号
　
　
　
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
東
市
来 

【
４
席
】
は
る
よ
２
号
　
　
　
　
　
　
北
山
　
喜
内
　
東
市
来 

【
５
席
】
ま
り
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
輝
男
　
東
市
来 

【
６
席
】
ゆ
み
５
号
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
一
弘
　
東
市
来 

【
７
席
】
お
な
つ
号
　
　
　
　
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
日
　
吉 

【
８
席
】
て
ら
や
ま
１
の
４
号
　
　
　
増
田
　
精
一
　
東
市
来 

【
９
席
】
か
な
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
敏
幸
　
伊
集
院 

【
１０
席
】
か
ね
ゆ
き
２
の
３
号
　
　
　
東
條
　
敏
子
　
伊
集
院 

【
１１
席
】
は
し
ま
３
０
４
７
３
号
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

【
１２
席
】
あ
や
の
号
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
高
好
　
東
市
来 

【
１３
席
】
ま
ゆ
の
４
号
　
　
　
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
東
市
来 

【
１４
席
】
み
い
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
裕
治
　
伊
集
院 

【
１５
席
】
み
ほ
号
　
　
　
　
　
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
日
　
吉 

【
１６
席
】
し
ず
く
号
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
敏
幸
　
伊
集
院 

【
１７
席
】
す
き
な
号
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
恵
三
　
吹
　
上 

 

第
２
部
　
若
雌
（
１３
〜
１９
ヵ
月
令
）
の
部 

最
優
秀
賞 

【
１
席
】
さ
つ
き
の
１
号
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

【
２
席
】
ひ
か
る
７
号
　
　
　
　
　
　
下
茂
　
國
廣
　
東
市
来 

【
３
席
】
な
な
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
横
枕
　
フ
ミ
　
東
市
来 

【
４
席
】
や
す
ふ
く
号
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

【
５
席
】
み
さ
こ
４
の
１
号
　
　
　
　
小
重
　
秀
　
　
東
市
来 

【
６
席
】
か
つ
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
今
村
み
ど
り
　
東
市
来 

【
７
席
】
ま
ゆ
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
伊
集
院 

【
８
席
】
ま
さ
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
三
郎
　
東
市
来 

【
９
席
】
や
す
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
重
留
　
静
　
　
伊
集
院 

【
１０
席
】
み
な
こ
３
号
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
廣
務
　
伊
集
院 

【
１１
席
】
さ
だ
こ
７
１
号
　
　
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
日
　
吉 

【
１２
席
】
や
す
ひ
め
号
　
　
　
　
　
　
鳩
野
　
邦
重
　
日
　
吉 

【
１３
席
】
し
げ
み
７
７
の
１
号
　
　
　
今
村
　
英
晃
　
東
市
来 

【
１４
席
】
み
ち
よ
号
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
優
貴
　
東
市
来 

【
１５
席
】
さ
ち
え
２
の
４
号
　
　
　
　
県
立
農
大
畜
産
学
部
　
吹
　
上 

【
１６
席
】
ゆ
う
こ
号
　
　
　
　
　
　
　
下
田
平
春
香
　
日
　
吉 

【
１７
席
】
や
す
み
７
号
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
藤
義
　
東
市
来 

 

第
３
部 

父
系
群
の
部 

　
最
優
秀
賞 

　
　
　
も
も
号
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

　
　
　
は
し
ま
３
０
４
７
３
号
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

　
　
　
し
ょ
う
こ
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
伊
集
院 

優
秀
な
和
牛
５６
頭
出
品 

平
成
２１
年
度
春
季
畜
産
共
進
会 

上
神
殿
地
区
に
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
作
ろ
う
！ 

私
た
ち
の
秘
密
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
吹
上
地
域
内
の
各
小
学
校
で
田
植

え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
永
吉
小
と
花
田
小
は
合
同
で
六
月

二
十
五
日
に
行
い
、
両
校
児
童
六
十

人
が
体
験
、
水
田
に
張
っ
た
ヒ
モ
の

印
を
目
印
に
植
え
る
作
業
は
、
な
か

な
か
難
し
く
周
り
の
児
童
と
の
足
並

み
が
そ
ろ
わ
ず
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。 

　
伊
作
小
で
も
同
日
、
今
田
水
田
保

全
協
議
会
（
東
芳
男
会
長
）
の
協
力

を
得
て
、
五
・
六
年
生
で
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。 

　
会
長
の
「
将
来
、
皆
さ
ん
の
中
か

ら
だ
れ
か
が
農
業
者
と
し
て
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
の
後
、
植
え
方
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
挑
戦
し

ま
し
た
。 

　
和
田
小
で
は
六
月
二
十
六
日
、
地

域
の
方
々
や
保
護
者
と
一
緒
に
約
三

㌃
の
田
ん
ぼ
に
田
植
を
し
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
田
植
え

が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
上
手
に
植
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す 

吹
上
地
域
各
小
学
校
田
植
え
体
験 

▲ツリーハウス予定地 

▲永吉・花田小合同で田植え 

▲和田小 ▲伊作小 

か
み
こ
う
ど
の 

　
上
神
殿
（
伊
集
院
）
の
出
身
者
が

中
心
と
な
り
結
成
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
く
松
」
や
「
ど
ん
ぐ
り
会
」

に
よ
る
「
私
た
ち
の
秘
密
基
地
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。 

　
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
て
い
る

の
は
同
地
区
で
も
同
様
で
「
若
い
世

代
に
訪
ね
て
も
ら
い
た
い
」、「
出
身

者
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
で
計
画
さ
れ
た
の
が
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。 

　
第
一
弾
と
し
て

六
月
十
三
日
、
鹿

児
島
市
の
か
ご
し

ま
環
境
未
来
館
で

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の

第
一
人
者
、
小
林

崇
さ
ん
を
囲
ん
で

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。

翌
十
四
日
に
は
、
現
地
説
明
会
と
山

の
神
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
七
月
三
十
一
日
に
は
、
ツ
リ
ー
ハ

ウ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
描
く
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
夢
を
取
り
入
れ
た
世
界
に
一

つ
だ
け
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
松
　
代
表
門
田 

　
℡
０
９
０
‐
７
２
９
０
‐
８
１
０
７ 

親
子
で
楽
し
ん
だ
田
植
え
体
験 

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験 

　
高
山
地
区
尾
木
場
め
だ
か
の
里
（
東

市
来
）
で
六
月
二
十
一
日
、
田
植
え

体
験
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
十
六

世
帯
六
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
企
画
は
「
尾
木
場
め
だ
か
の

里
米
作
り
体
験
」
の
一
つ
で
、
年
間

を
通
し
て
米
作
り
（
田
植
え
、
稲
刈

り
、
収
穫
祭
）
を
行
う
も
の
。 

　
最
初
は
、
泥
に
足
を
と
ら
れ
悪
戦

苦
闘
し
て
い
た
参
加
者
も
地
元
農
家

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
豊
作
を
願

っ
て
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。 

　
昼
食
に
は
、
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入

っ
た
豚
汁
と
尾
木
場
の
棚
田
米
、
漬

物
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
か
ら
親
子
で
参
加
し

た
中
原
光
一
さ
ん
は
「
楽
し
く
田
植

え
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
も
、
お

米
を
作
る
大
変
さ
を
学
ぶ
い
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事
前
に
準

備
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
方
に
感

謝
し
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

を
ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。 

田植え前 
の牛耕 



泥
に
ま
み
れ
て
今
年
の
豊
作
を
祈
願 

お
田
植
祭
り
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」 

　
第
二
回
子
ど
も
せ
っ
ぺ
と
べ
ど
ろ

ん
こ
大
会
が
五
月
三
十
日
、「
せ
っ

ぺ
と
べ
」
で
使
用
さ
れ
る
日
置
八
幡

の
御
神
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
泥
の
中
で
の
か

け
っ
こ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
競

技
を
、
全
身
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
み
ん
な
で
肩
を
組
み
、

一
つ
の
輪
に
な
っ
て
「
子
ど
も
せ
っ

ぺ
と
べ
」
を
し
ま
し
た
。 

　
大
人
に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
よ

く
跳
び
は
ね
、
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ

や
か
な
笑
い
声
が
御
神
田
に
広
が
り

ま
し
た
。 

　
チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
が
六
月
十
四
日
、
同
ド
ー

ム
（
伊
集
院
）
で
開
催
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
（
一

般
の
部
、
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
と
も
十
二

チ
ー
ム
）、
リ
ン
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
選
手
た
ち
は
、
汗
を
飛
び
散
ら
せ

な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。 

攻
守
に
激
し
い 

　
　プ
レ
ー
を
展
開 

子
ど
も
せ
っ
ぺ
と
べ 

　
　
ど
ろ
ん
こ
大
会 

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 ▲ビギナーの部優勝 足猿FC ▲一般の部優勝 VESUVIO

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
七
日
、
日

吉
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お
田
植

祭
り
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
が
、
吉
利
鬼

丸
神
社
と
日
置
八
幡
神
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
吉
利
鬼
丸
神
社
で
は
、
地
域
ご
と

の
看
板
（
団
旗
竿
）・
し
べ
竿
を
先

頭
に
踊
り
子
た
ち
が
集
ま
り
、
境
内

前
で
鎌
踊
り
や
虚
無
僧
踊
り
を
奉
納

し
ま
し
た
。 

　
日
置
八
幡
神
社
で
は
踊
り
の
奉
納

な
ど
の
神
事
が
終
わ
る
と
、
約
三
百

七
十
年
ぶ
り
に
作
り
直
さ
れ
た
大
王

殿
（
で
お
ど
ん
）
を
先
頭
に
大
行
列

が
御
神
田
へ
下
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
御
神
田
で
は
、
白
装
束
姿
の
せ

っ
ぺ
と
べ
衆
が
、
肩
を
組
ん
で
輪
に

な
り
、
唄
を
う
た
い
な
が
ら
、
跳
び

は
ね
、
そ
の
様
子
を
写
真
に
収
め
よ

う
と
す
る
見
物
客
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。 

　
日
吉
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
は
、

吹
上
地
域
の
青
松
太
鼓
や
舞
踊
、
郷

土
芸
能
の
鎌
踊
り
、
虚
無
僧
踊
り
、

笹
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
地
元
特
産
品
の
販
売
な

ど
も
あ
り
、
地
域
は
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。 

栄
冠
め
ざ
し
熱
戦 

全
日
本
・
全
九
州
・
レ
イ
ン
ボ
ー
九
州
　
　
　
　 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
大
会 

　「
よ
し
、
や
っ
た
ー
」
毎
週
土
曜
日
、

東
市
来
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
汗
を

流
す
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響

い
て
い
ま
す
。 

　
こ
け
け
ー
ず
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
教
室
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
二
十
八
人
で
活
動
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
通
し
て
基
本
の

習
得
は
も
ち
ろ
ん
精
神
的
強
さ
や
感

謝
の
心
な
ど
、
体
と
心
の
鍛
錬
を
図

っ
て
い
ま
す
。 

　
真
剣
な
表
情
で
、
一
生
懸
命
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

か
ら
、
未
来
の
名
選
手
誕
生
を
予
感

さ
せ
ま
す
。 

　
七
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で
行
わ
れ

た
第
二
十
六
回
全
日
本
少
年
軟
式
野

球
九
州
大
会
で
準
優
勝
し
た
東
市
来

中
学
校
野
球
部
が
七
月
十
三
日
、
宮

路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
は
、
訪
れ
た
選
手
た
ち
に
試

合
の
様
子
な
ど
を
熱
心
に
質
問
。
キ

ャ
プ
テ
ン
の
西
薗
隼
太
朗
君
は
「
九

州
大
会
で
は
、
決
勝
戦
で
負
け
て
悔

し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
全
国
大
会

で
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
一
カ
月
間
、
練
習
に
励
み
た
い
で

す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

　
東
市
来
中
学
校
は
、
八
月
十
七
日

か
ら
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
九
州
大
会
準
優
勝 

東
市
来
中
学
校
野
球
部 

が
ん
ば
れ
！
未
来
の
名
選
手 

こ
け
け
ー
ず
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

▲約370年ぶりに作り直された大王殿（でおどん） 

　
全
日
本
・
西
日
本
・
全
九
州
・
レ

イ
ン
ボ
ー
九
州
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
鹿
児
島
県
予
選
が
五
月
三
十
一

日
と
六
月
七
日
の
二
日
間
、
伊
集
院

総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
三
十
二
チ
ー
ム
が
出

場
、
栄
冠
を
目
指
し
て
白
球
を
追
い

ま
し
た
。 

　
日
置
市
か
ら
は
、
地
区
の
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
、
伊
作
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
吹
上
）
と
妙

円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
伊
集
院
）
が
出
場
、
両
チ
ー
ム

と
も
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
、
応
援

席
に
詰
め
か
け
た
、
た
く
さ
ん
の
保

護
者
か
ら
は
、
熱
の
入
っ
た
応
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
妙
円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少

年
団
は
、
八
月
に
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

　
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ハ
ツ
ラ
ツ
プ
レ
ー
満
載
！ 市

婦
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

　
市
内
婦
人
会
員
の
交
流
と
融
和
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
置
市
地
域

婦
人
会
連
絡
協
議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
五
月
二
十
三
日
、
吹
上

浜
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
今
大
会
は
、
今

年
で
五
回
目
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
も
よ
く
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
続
出
し
ま
し
た
。 

　
中
に
は
、
珍
プ
レ
ー
も
あ
り
、
会

場
内
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

笑
顔
が
満
ち
溢
れ
た
大
会
で
し
た
。 

　
こ
の
大
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、
今
年

度
も
日
置
市
の
婦
人
会
は
、
明
る
く

楽
し
く
、
地
域
や
集
落
の
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

団
体
の
部
　
優
勝 

　
　
下
草
田
チ
ー
ム 

（
吹
上
） 

個
人
の
部
　
優
勝
　 

　
　
河
野
　
ミ
キ
　 

（
東
市
来
） 



６   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

【伊集院地域】 

（あづま保育園内） 
時間：9：30～15：30 
電話：273－1277 
●スタッフ 
（本園・堂寺ヶ盛・森部） 
　親子で楽しく遊ぶ時間、お茶を飲みながらママ同士でおしゃべ
りする時間、ママたちが企画する活動など…毎日にぎやかに過ご
しています。皆で楽しく元気に子育てしましょう!!

【【日吉地域】 

（吉利保育園となり） 
時間：9：00～16：00 
電話：292－1277 
●スタッフ 
（中江・前畑・並松） 
　お母さん方の仲間づくり・お子さんとの遊びの場!晴れの日は園
庭の遊具で遊んだり一緒にお散歩したり☆自然に触れたり、月行
事の制作も計画しています。遊びに来てね!!

【東市来地域】 

（美山保育園から徒歩３分） 
時間：10：00～16：00 
電話：274－0838 
●スタッフ 
（松元・赤鹿） 
　去年、専用施設が建ち月～土曜日まで開放しています。季節の
遊びや、年齢別に分けての活動を行っています。地域の方々と連
携し、皆で子育てを応援しています!!

【吹上地域】 

（厳浄寺保育園内） 
時間：9：30～15：00 
電話：296－3888  
●スタッフ 
（黒川・中村・樽野） 
　誕生会やパン作り体験、エアロビクスや散歩等親子で楽しい時
間を過ごしています。いろいろな活動を計画していますので、ぜひ
ご参加ください。皆で子育てを楽しみましょう!!

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

福
永
　
怜
恵
　
　
淳
一
　
　
妙
円
寺
三
区 

並
松
　
　
蓮
　
　
正
綱
　
　
飯
牟
礼
上 

寺
地
　
虹
輝
　
　
亮
　
　
　
妙
円
寺
二
区 

永
尾
　
賢
杜
　
　
暁
　
　
　
妙
円
寺
六
区 

今
井
　
湧
麻
　
　
浩
貴
　
　
上
之
馬
場 

齊
藤
　
風
希
　
　
弘
信
　
　
瀬
戸
内 

渕
脇
　
杏
瑠
　
　
寛
嗣
　
　
妙
円
寺
三
区 

上
薗
　
玖
音
　
　
友
紀
　
　
妙
円
寺
一
区 

佐
々
木
悠
真
　
　
智
之
　
　
郡
下 

鮫
島
　
獅
音
　
　
幸
一
　
　
徳
重
東 

惣
津
　
晴
翔
　
　
貴
紀
　
　
麓
東 

西
留
　
栄
芯
　
　
栄
俊
　
　
徳
重
東 

田
原
　
颯
人
　
　
誠
　
　
　
宮
脇 

井
上
　
璃
胡
　
　
渡
　
　
　
向
江
町 

西
　
　
圭
佑
　
　
健
太
郎
　
徳
重
東 

中
川
　
晴
道
　
　
敦
博
　
　
妙
円
寺
九
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

松
尾
　
遥
香
　
　
正
章
　
　
杉
之
迫 

藤
　
　
新
太
　
　
勇
治
　
　
堀
内 

吉
村
　
秀
汰
　
　
拓
海
　
　
川
北 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

西
薗
こ
こ
ろ
　
　
弘
二
　
　
北
区 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

川
口
　
泰
史
　
　
秋
司
　
　
東
本
町 

田
中
　
帆
乃
　
　
秀
幸
　
　
北
湯
之
元 

田
中
　
　
雫
　
　
龍
也
　
　
緑
ヶ
丘 

内
田
　
大
翔
　
　
敏
秀
　
　
小
野
浜 

       

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

松
下
　
　
勇
　
　
89
　
久
木
野
々 

今
村
　
春
夫
　
　
85
　
郡
上 

宮
之
前
　
榮
　
　
85
　
中
川 

緒
垣
キ
ヨ
子
　
　
83
　
寺
脇 

牧
之
内
　
茂
　
　
85
　
久
木
野
々 

永
尾
　
和
人
　
　
74
　
妙
円
寺
六
区 

吉
冨
ミ
ツ
子
　
　
80
　
妙
円
寺
六
区 

前
野
　
秀
樹
　
　
58
　
妙
円
寺
五
区 

本
村
　
鈴
子
　
　
55
　
妙
円
寺
五
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

福
田
　
タ
キ
　
　
83
　
北
山 

内
田
　
利
　
　
　
76
　
赤
崎 

馬
場
ナ
ミ
子
　
　
96
　
荻 

穗
滿
　
チ
ヱ
　
　
90
　
江
口 

　
重
　
ウ
メ
　
　
97
　
田
代 

久
保
　
良
二
　
　
80
　
城
之
町 

下
茂
喜
美
子
　
　
97
　
皆
田
東 

野
澤
タ
ミ
子
　
　
81
　
堀
内 

桑
木
野
ミ
カ
　
　
90
　
郷
戸 

阿
久
根
修
美
　
　
58
　
中
央 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

潟
山
　
キ
エ
　
　
89
　
二
潟 

橘
木
　
時
貞
　
　
71
　
八
幡 

鎌
ケ
迫
次
男
　
　
77
　
日
新 

井
上
五
月
男
　
　
85
　
北
区 

　
永
ト
シ
子
　
　
65
　
諏
訪 

内
匠
屋
義
道
　
　
75
　
日
新 

金
岡
　
節
雄
　
　
80
　
中
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

櫨
木
　
眞
朗
　
　
65
　
下
和
田 

有
馬
　
正
男
　
　
77
　
東
本
町 

井
尻
　
國
親
　
　
87
　
多
宝
寺 

伊
達
　
カ
ヤ
　
　
91
　
永
吉
中
央 

軸
屋
ヒ
サ
ヱ
　
　
89
　
上
和
田 

粟
田
　
弘
子
　
　
74
　
西
宮
内 

眞
竹
フ
ミ
子
　
　
96
　
下
田
尻 

森
山
　
賢
一
　
　
68
　
今
田 

木
之
瀬
三
郎
　
　
87
　
浜
田 

大
園
　
キ
エ
　
　
89
　
下
与
倉 

木
村
　
榮
熊
　
　
89
　
下
与
倉 

大
木
下
フ
ミ
子
　
89
　
中
之
里 

　れ
　
い
 

　
　
れ
ん
 

こ
う
き
 

け
ん
と
 

ゆ
う
ま
 

ふ
う
き
 

あ
ん
る
 

　く
お
ん
 

ゆ
う
ま
 

　し
お
ん
 

は
る
と
 

え
い
し
ん
 

は
や
と
 

　り
　
こ
 

け
い
す
け
 

は
る
み
ち
 

   は
る
か
 

あ
ら
た
 

し
ゅ
う
た
 

       た
い
し
 

　ほ
　
の
 

　
　
し
ず
く
 

　は
る
と
 

□
動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ
い
。 

□
樹
木
を
損
傷
し
た
り
、
林
産
物
を

窃
取
し
た
場
合
は
、
法
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
ま
す
。 

□
保
安
林
内
で
は
、
樹
木
の
損
傷
、

下
草
の
採
取
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。 

□
歩
道
、
広
場
な
ど
の
区
域
外
へ
の

立
ち
入
り
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

□
立
ち
入
り
制
限
の
表
示
が
あ
る
区

域
に
は
、
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

□
休
息
な
ど
で
、
立
ち
止
ま
る
場
合

に
は
、
安
全
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

□
登
山
は
、
自
己
責
任
が
原
則
で
す
。 

　
十
分
な
装
備
で
、
登
山
計
画
を
家

庭
、
登
山
地
域
の
警
察
署
な
ど
に

提
出
の
上
、
入
山
し
て
く
だ
さ
い
。 

□
悪
天
候
の
と
き
は
、
入
林
を
お
控

え
く
だ
さ
い
。 

□
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ

い
。 

□
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

　鹿
児
島
森
林
管
理
署 

℡
０
５
０
‐
３
１
６
０
‐
６
２
５
０ 

　
県
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
啓
発
放
送

や
新
聞
広
告
、
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
９
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
な
ど
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し
て

存
在
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
、
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
先 

　県
庁
　
人
権
同
和
対
策
課 

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４ 

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す 

国
有
林
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い 

　
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有
林
を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
国
有
林
内
で
安
全
に
楽
し
い
、
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

左
記
に
つ
い
て
ご
留
意
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。 
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　家族が安心して子育てができるよう日置市にもさまざまな施設、相談窓口を設置
しています。こどもの健やかな成長を見守りながら、家族も楽しく子育てできるよ
うに各専門スタッフがお手伝いさせていただきます。ぜひお気軽にお越しください。 

○育児相談（日時の詳細については、年間カレンダーやお知らせ版で確認してください） 
　お母さんとお子さんの健康相談を行っています。お友達との交流に来る方もいらっしゃいます。 
　【内容】身体計測・育児相談・栄養、歯科相談　など　 
○地域子育て支援センター：日置市内に４カ所あります。どこでも遊びに来てくださいね 。 
　※詳しい内容は各子育て支援センター、または本庁福祉課こども福祉係までお問い合わせください。 

　ホワイトリボンは「お母さんと赤ちゃんを守る」国際的なシンボルです。 
　世界では約１分に一人のお母さんが妊娠・出産を理由に命を落としています。そしてお母さんが命を落と
すことで生後１ヵ月未満の赤ちゃんも亡くなる率が高くなっています。ホワイトリボンは妊娠や出産による
疾病や事故により亡くなった女性に対する追悼の意味が込められています。そして、その悲しみを乗り越え
て、世界で一人でも多くの命を救う明日への希望を表しています。次回も楽しみに !

　これらのほかにも、子育てサロン（日吉老人福祉センターなど）や未就園児教室《こひつじクラブ（伊集
院幼稚園）・ひよこ（吹上中央幼稚園）など》、育児サークル《遊々（ゆうゆう）（湯田保育園）など》など
各地域にそれぞれ親子で集える場があります。詳しくは、各支所市民課や本庁福祉課、各園にお問い合わせ
ください。 

元気な市民づくり運動イメージキャラクター
梅太郎



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　いつも明るく元気な優太くん。来年
は一年生だね!!　勉強や運動を元気
いっぱいがんばってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

伊集院　歩くん　（３歳１か月） 

　　　美羽ちゃん（３か月） 

父　裕幸さん　母　るみさん 
（日吉町日置） 

　元気で、思いやりのある優しい子に
育ってね。 

■おかあさんから 文

〒

日新
小学校

ココ 

　
吹
上
地
域
で
温
泉
旅
館
を
経
営
す
る
池
田
さ
ん
。
現
在
、
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
長
を
務
め
、

地
元
の
食
材
な
ど
日
置
市
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
全
国
旅
館
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
青
年
部
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。 

　「
旧
吹
上
町
商
工
会
青
年
部
時
代
は
、『
夏
祭
り
』
や
『
さ
つ
ま
湖
花
火
大
会
』
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
今
年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
る
『
吹
上

か
め
の
子
サ
ッ
カ
ー
県
大
会
』
は
、
第
一
回
大
会
か
ら
宿
泊
の
手
配
や
大
会
の
運
営
ま
で
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
大
会
に
出
場
し
て
い
た
小
学
生
が
今
、
同
じ
商
工
会
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
」
と
当
時
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
区
の
消
防
団
員
と
し
て
も
活
動
、
今
年
で
十
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。「
消
防
団

員
は
、
火
災
や
事
故
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
、
地
域
を
優
先
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
ま
す
」
と
話
す
池
田
さ
ん
。 

　
毎
年
、
八
月
に
南
方
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
伝
統
芸
能
の
伊
作
太
鼓
踊
り
は
、
六
年
ご
と
の

輪
番
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
か
ら
湯
之
浦
地
区
の
保
存
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で

三
回
ほ
ど
踊
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
の
暑
い
日
の
太
鼓
踊
り
は
、
見
て
い
る
方
は
大
変
だ
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
踊
り
を
先
導
す
る
鉦
（
か
ね
）
の
音
を
聞
く
と
踊
り
た
く
な
り
苦

に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
夏
に
行
う
定
期
練
習
や
ほ
か
の
地
区
と
の
交
流
な
ど
人
と

の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
、
伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」　 

　
ま
た
、「
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
成
長
す
る
。
そ
れ
が
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」 

シリーズ● 50
いきいき 

吹上町湯之浦（南湯之元自治会） 

池田　日道さん〔42歳〕 
いけ　だ　　　にちどう 

瀬戸山　トシ子さん（81歳） 日吉町日置 

　趣味で始めた和紙ちぎり絵。現在は、自
主講座の講師を務めています。和紙ちぎり
絵は、和紙を手でちぎって薄くはいだり、
重ねたりして台紙などに貼りつけると、和
紙独特の柔らかみのある繊維が色の濃淡を
出し、やさしい風合いを出します。このとき、
思ったとおりの色や自然な感じを出すこと
が難しいですが、作品が出来上がるにつれて、
達成感がでてきます。四季折々の風物を題
材に「ちぎり絵」にしている瀬戸山さん。
季節に応じて作品を部屋に飾っています。 
「これからも、心豊かに人と人との交流を
しながら、和紙ちぎり絵の楽しさを伝えて
いきたいです」 

　
僕
の
夢
は
、
パ
ン
屋
さ
ん
で
す
。

僕
は
パ
ン
を
食
べ
る
の
が
好
き
な

の
で
自
分
で
も
お
い
し
い
パ
ン
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
高
校

に
入
学
で
き
る
よ
う
に
勉
強
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
将
来
働
く
と
き
、
お
客
さ
ん
と

お
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

の
で
、
友
達
と
た
く
さ
ん
会
話
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
友
達

の
話
を
上
手
に
聞
け
る
よ
う
に
も

な
り
た
い
で
す
。 

　
調
理
を
す
る
人
に
な
る
の
で
お

母
さ
ん
が
食
事
を
作
っ
て
い
る
と

き
に
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
包

丁
で
野
菜
を
切
っ
た
り
、
野
菜
を

い
た
め
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　
将
来
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、

チ
ョ
コ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
メ
ロ
ン

パ
ン
、
カ
レ
ー
パ
ン
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
パ
ン
な
ど
を
作
り
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
お
い
し
い
パ
ン
を
み
ん

な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
パ
ン
屋
さ
ん
に
な

る
た
め
に
パ
ン
の
作
り
か
た
を
本

や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
て
、
も

っ
と
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

ぼ
く
の
夢 

東
市
来
中
学
校
　
三
年
　
太
田
　
亮
介
く
ん 

●吹上温泉旅館組合長 

 

『和紙ちぎり絵』 

 

本庁から車で20分、 
＋日吉支所から車で10分 

Access

ゆう　た 　あゆむ 

み　う お
お
た
　
　
　り
ょ
う
す
け 

せ　と　やま 

　日吉地域の山田自治会にあります。この地で生まれた
武将の山田昌巌（1578 ～ 1668）は島津義弘に従い、朝
鮮出兵、庄内の乱、関ヶ原合戦などで活躍しました。 
　昌巌の生まれた山田家は、現在の山田自治会付近の領
主を代々勤めていました。昌巌の父有信は、昌巌が生ま
れた時は現在の宮崎県都城市高城町で大友宗麟の大軍と
交戦中でした。昌巌は５歳まで山田で育ち、後に高城の
城主になった父の有信に育てられました。 
　昌巌は、成長してからは、前述したとおり義弘に従い
各地の戦いで活躍しました。関ヶ原の戦いでは、主君の
島津義弘を守って戦いました。昌巌の関ヶ原での活躍は
「妙円寺詣りの歌」にもでてきます。 
　寛永６年（1629）に出水の地頭になります。出水では
産業開発に努め、善政を行いました。彼が基礎を作った
出水の武士団は「出水兵児」と呼ばれ、薩摩武士の中で
も精強を讃えられました。出水では、現在でも昌巌の業
績は高く評価されています。 

中村　優太くん（５歳８か月） 

父　千年さん　母　京子さん 
（日吉町日置） 

へ　こ 
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市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,040人（11） 

　男　　24,359人（　6） 

　女　　27,681人（ 15） 

世帯数　22,536　（　1） 
7月1日現在 （　）は前月比 

大自然の中での米作り体験 
　一面に広がる棚田で、参加者全員泥だ

らけになりながら秋の豊作を願って１本ず

つ丁寧に苗を植えました。 
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近
隣
の
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
、さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る 

銀
天
通
自
治
会
（
伊
集
院
地
域
） 

▲一大イベント夏祭り ▲家村紀弘会長

▲銀天もちつき大会

▲雪の中でのグラウンドゴルフ大会

集
院
駅
の
南
側
に
位
置
す
る
銀

天
通
自
治
会
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
む
地
域
で
す
が
、
近
隣
自
治
会

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
親
ぼ
く
が
図
れ
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。 

年
、
七
月
の
最
終
土
曜
日
に
行

わ
れ
る
銀
天
街
夏
祭
り
は
、
地

域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
青
年
部

が
中
心
と
な
り
、
約
二
カ
月
前
か
ら

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

　
当
日
、
通
り
を
通
行
止
め
に
し
た

会
場
で
は
、
屋
台
が
並
び
ス
テ
ー
ジ

で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
打
ち

上
げ
花
火
が
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。 

月
に
、
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
の

三
大
行
事
の
一
つ
妙
円
寺
詣
り

で
は
、
日
置
市
内
外
か
ら
歩
い
て
来

る
参
拝
客
に
疲
れ
を
癒
し
て
も
ら
お

う
と
、
婦
人
部
で
接
待
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
は
、
各
家
庭
か
ら
持
ち

寄
っ
た
手
作
り
の
お
菓
子
や
漬
物
で

も
て
な
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

年
十
二
月
に
、
初
め
て
銀
天
も

ち
つ
き
大
会
を
開
催
、
約
六
十

㌔
㌘
の
も
ち
米
を
使
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
も
ち
つ
き
大
会
に
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
参
加
し
、
昔
な
が
ら
の
、
杵
（
き

ね
）
と
石
臼
（
い
し
う
す
）
を
使
っ

て
大
好
評
で
し
た
。
　 

　
ま
た
、
丸
め
た
も
ち
を
、
自
治
会

内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ

の
、
も
ち
つ
き
大
会
は
、
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

康
増
進
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
年
二
回
ほ
ど

開
催
し
ま
す
が
、
一
月
の
大
会
で
は

雪
の
中
で
の
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。 き

い
き
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
、
子
ど
も
育
成
会
は
、
中
央

通
自
治
会
と
駅
前
自
治
会
を
合
わ
せ

た
三
自
治
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
む
中
、
近
隣
自

治
会
と
も
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
全
員

が
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、笑
い
が
絶

え
な
い
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

伊 毎 十 

昨 

健 い こ 

市の面積　253.06㎞2

銀天通自治会 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
百

㍍
に
位
置
し
、
伊
集
院
地
区
公

民
館
を
形
成
す
る
自
治
会
の
一

つ
銀
天
通
自
治
会
。
平
成
二
十

一
年
七
月
一
日
現
在
で
五
十
八

世
帯
、
百
二
十
五
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
商
業
や
飲
食
業
を
中
心
と
す

る
地
域
で
、
毎
年
七
月
の
最
終

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
銀
天
街

夏
祭
り
に
は
、
花
火
な
ど
の
見

物
に
地
域
内
外
か
ら
大
勢
の
人

が
訪
れ
ま
す
。 

今月の 
表　紙 

ぎ
ん
て
ん
ど
お
り 




